
イギリス編(2008)

人口 6,000万人、医師 2.4/人口1,000人
看護師 9.1/人口1,000人

人口 127,300万人、医師 2.0/人口1,000人
看護師 9.0/人口1,000人

•国民皆保険
•総合医＋専門医の2段階制
•入学定員増（1.5倍）
•基本研修1年＋専門準備研修1年
•地域マッチング
•大学と病院の連携研修
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定員
23大学4870名(1998)→

27大学7334名（2005）
（3段階で増員（資料1））

現在32大学7630名（2008）
（内学士枠 16大学836
名,2大学は学士のみ）

学士号（仮医師免許）
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臨床研修の目的

医療に従事する全ての
医師が具備すべき技術、
態度、才能を修得する

マッチング
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マッチング（定員は卒業者＋５％?）
2年間基盤研修プログラムに申請

2年間のプログラムの中で最初に2年
間とも研修場所と研修内容が知らさ
れる。

2年間のプログラムの中で最初の1年
間だけ研修場所と研修内容を知らさ
れる。

自分の研修ニーズにより、2年目の配

属先を変えることもできる。但し、配
属先の空き状況がある場合。

1年目の6-8ヵ月の間、研修担当医と

の話し合いを経て、自分の専門と地
域の必要性のバランスが反映された
2年目の配属先を申請できる。

2年目の配属先で他に希望者なけれ
ば、配属決定。

希望者が複数の場合、マッチングを
行う。その際に下記の要素で決ま
る。：
・希望申請書の採点
・面接
・ランダム割り付け 10
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プログラム実例

番
号

Ｆ１ Ｆ２

36 外科：大腸、血管、乳腺、泌尿器(B 内科：リウマチ、消化器 (B) 家庭医
精神

(Warneford) 心臓外科 (JRH)

37 内科：リウマチ、消化器 (B) 外科：大腸、血管、乳腺、泌尿器(B) 心臓外科 (JRH) 家庭医
精神

(Warneford)

38 外科 (JRH) 内科 (JRH) 小児 外科 (JRH) 救急 外傷外科 老年内科

39 小児外科 (JRH) 外科 (JRH) 内科 (JRH) 外傷外科 老年内科 救急

2年通しの例（OXFORD）

•原則 4ヶ月を単位として年間 3ローテ
•Ｆ1： 内科＋外科＋選択（65種類） が一般的

•Ｆ2： 将来の専門を視野に選択？ （家庭医、不足分野、アカデミックを推奨？）
10日以上30日以内の勉強目的の休止期間をとり、蘇生講習、他の専門等研修
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研修目標

喫煙指導、禁酒指導などの行動目標が主体

基本手技もF1とF2に分かれている

例 F1 局所麻酔
F2 中心静脈穿刺

経験すべき疾患は定められていない
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評価

研修医が指
導医にロー
テイション毎
に評価を求
め、ポート
フォリオをつ
くり、Ｆ１修了
時に地区責
任者に提出
する
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GMCによる認定

PMETB
（卒後教育研修委員会）

修了証
（FACD)
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英国の研修医制度
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http://www.nccrcd.nhs.uk/ 20

英国の研修医制度

英国の臨床研修には“種芋”育成コースが設置された
診療する傍ら研究を行う

http://www.nccrcd.nhs.uk/
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X

診療所研修
（18ヶ月以上）

残りは病院

専門により期間
が異なる

専門研修修了認定証（CCT)
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